
L. v. Beethoven ピアノトリオ第2番　ト長調、作品１の2番、第一楽章のソナタ形式と和声構造　（導入部省略）

小節 28 44 51 66 72 78 86 100 114 141 167 183 194 206 218 226 234 252 267 283 288 304 321 335 362 380 398 410 418 427 445

提示部（139小節、繰り返しあり） 展開部（85小節） 再現部（146小節） 結尾部（65小節）
（71小節） （68小節） 第1節（T1, 27小節） 第2節（T1, 40小節） 16小節 （68小節） （78小節） 第1節（T1, 29小節） 第2節（18） 終(18小節)

主楽節（44小節） 移行部(27小節) 副楽節（42小節） 終楽節（26小節） フガート 新しいテーマ 停滞 主楽節（36小節） 移行部(32小節) 副楽節（42小節） 終楽節（36小節） 偽フガート、停滞 偽再現 (T1)

主音

H

E

A

D 再現部参照 ■ T2 T2 要素の交代

G T1 T1a T1' 属和音 T1 T1' T1a T2 T2

C 保続音 変化形 保続音 カデン 保続音

F カノン ツァ

B

Es

凡例

長調

短調

■ 短長調（ドイツ語：Molldur、長調の主和音、長調の属和音と短調の下属和音を組み合わせた音階使用）

和声的に安定していない移行部

長調の属和音を中心とする部分

短調の属和音を中心とする部分

長調、安定性を徐々に失う部分


